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ム
）
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に
よ
る
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い
）

手
に
手
つ
な
い
で

記念講演「日本人の誇りと品格 ～次世代に伝える国のかたち～」

●第2865回（6/5）
●会場 京王プラザホテル八王子

5月23日（土）
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台
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
お
よ
び

ノ
ン
ケ
ー
ム
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

一
行
は
22
日
金
曜
日
、
武
蔵
野
陵
を

参
拝
。
そ
の
後
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で

高
尾
山
へ
登
頂
し
ま
し
た
。
高
尾
山

薬
王
院
で
は
護
摩
祈
祷
を
体
験
し
た

ほ
か
、
仏
舎
利
塔
を
参
拝
し
、
日
本

の
伝
統
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で

し
た
が
、
雨
に
濡
れ
た
木
々
の
緑
が

一
段
と
鮮
や
か
さ
を
増
し
、
晴
天
時

と
は
異
な
る
高
尾
山
の
趣
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
一
行
は
そ
の
後
、
歓
迎
晩
餐
会
の

会
場
で
あ
る
「
う
か
い
鳥
山
」
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

　
新
緑
が
美
し
い
「
う
か
い
鳥
山
」

で
は
、
庭
園
を
通
っ
て
宴
会
場
へ
と

案
内
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も

と
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
ク
ラ
ブ
か
ら
は
35
名
が
参
加
し
、

総
勢
71
名
が
集
い
、
盛
況
の
う
ち
に

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

下記 QR コードより当
日の写真がダウンロー
ドできます。（7 月 5
日まで）

歓
迎
晩
餐
会
　
　
於
： 

う
か
い
鳥
山

武
蔵
野
陵
参
拝

高
尾
山
薬
王
院
で
護
摩
祈
祷

仏
舎
利
塔
参
拝

　
　
２
０
２
６
年
５
月
22
日
金
曜
日

写真
ダウンロード

下記 QR コードより当
日の写真がダウンロー
ドできます。（7 月 5
日まで）

写真
ダウンロード

　
５
月
23
日
土
曜
日
、
創
立
60
周
年

を
祝
う
記
念
式
典
を
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
八
王
子
に
て
開
催
し
、
節
目
を

盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

２
７
５
０
地
区
の
田
中
靖
ガ
バ
ナ
ー

を
は
じ
め
、初
宿
和
夫
八
王
子
市
長
、

萩
生
田
光
一
衆
議
院
議
員
ら
を
来
賓

と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

海
外
か
ら
も
台
湾
の
姉
妹
ク
ラ
ブ

「
台
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
か
ら

27
名
、
タ
イ
の
友
好
ク
ラ
ブ
「
ノ
ン

ケ
ー
ム
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
か
ら

９
名
が
参
列
し
、
国
際
色
豊
か
な
催

し
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
年
半
前
か
ら
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、全
会
員
体
制
で
準
備
を
進
め
、

当
日
は
式
典
の
ほ
か
「
記
念
講
演
」

「
記
念
祝
賀
会
」、
海
外
か
ら
の
お
客

様
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
歓
迎
茶

会
」
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
４
つ
の
記

念
事
業
に
関
す
る
発
表
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
12
月
に
は
直

近
10
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
次

代
へ
の
挑
戦
を
掲
げ
る
60
周
年
記
念

誌
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
会
員
は
１
２
０
人
へ
と
拡

大
し
て
い
ま
す
。
馬
場
実
行
委
員
長

は
挨
拶
の
中
で
、「
参
加
し
た
多
く

の
会
員
や
家
族
の
協
力
を
得
て
、
次

の
10
年
に
向
け
て
『
奉
仕
の
理
想
』

を
実
践
す
べ
く
努
力
を
重
ね
て
い

く
」
と
今
後
の
飛
躍
へ
向
け
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　
創
立
60
周
年
記
念
式
典
を

　
盛
大
に
開
催

　
国
内
外
か
ら
多
数
参
列

　
記
念
講
演
で
は
、講
師
に
竹
田
恒

泰
氏
を
招
き
、「
日
本
人
の
誇
り
と
品

格 

〜
次
世
代
に
伝
え
る
国
の
か
た

ち
〜
」と
題
し
て
約
１
時
間
の
講
演

を
拝
聴
し
ま
し
た
。日
本
の
伝
統
や

文
化
の
本
質
に
迫
る
興
味
深
い
内
容

に
、一
同
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
な
お
、別
の
会
場
で
は
、海
外
か
ら

の
来
賓
を
対
象
と
し
た
裏
千
家
、茶

道
会
に
よ
る
「
歓
迎
茶
会
」が
催
さ

れ
、日
本
の
伝
統
文
化
に
よ
る
温
か

い
も
て
な
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
部

　
記
念
講
演
お
よ
び
歓
迎
茶
会

　
相
川
博
会
長
の
挨
拶
、山

口
覚
直
前
会
長
に
よ
る
乾
杯

の
音
頭
で
、祝
賀
会
の
幕
が

開
き
ま
し
た
。　
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
「
八
王
子
芸
妓

衆
」に
よ
る
華
や
か
な
舞
が

披
露
さ
れ
、宴
の
終
盤
に
は
、

出
席
者
全
員
で
大
き
な
輪
を

つ
く
り
「
手
に
手
つ
な
い
で
」

を
合
唱
、会
場
は
大
き
な
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で

田
辺
パ
ス
ト
会
長
は
、

地
区
関
係
者
や
多
摩
南

グ
ル
ー
プ
、
さ
ら
に
海

外
の
姉
妹
ク
ラ
ブ
で
あ

る
台
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
お
よ
び
友
好
ク
ラ

ブ
の
ノ
ン
ケ
ー
ム
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
出
席

に
謝
意
を
表
明
。
節
目

と
な
る
60
周
年
を
機

に
、
さ
ら
な
る
１
０
０

年
に
向
か
っ
て
よ
り
充

実
し
た
ク
ラ
ブ
運
営
に

努
め
る
決
意
を
示
し
ま

し
た
。

　
創
立
60
周
年
記
念
式

典
は
、
関
係
各
位
の
協

力
に
よ
り
滞
り
な
く
終

了
し
ま
し
た
。

第
三
部
　
祝
賀
会
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緑
が
美
し
い
「
う
か
い
鳥
山
」

で
は
、
庭
園
を
通
っ
て
宴
会
場
へ
と

案
内
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も

と
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
ク
ラ
ブ
か
ら
は
35
名
が
参
加
し
、

総
勢
71
名
が
集
い
、
盛
況
の
う
ち
に

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

下記 QR コードより当
日の写真がダウンロー
ドできます。（7 月 5
日まで）

歓
迎
晩
餐
会
　
　
於
： 

う
か
い
鳥
山

武
蔵
野
陵
参
拝

高
尾
山
薬
王
院
で
護
摩
祈
祷

仏
舎
利
塔
参
拝

　
　
２
０
２
６
年
５
月
22
日
金
曜
日

写真
ダウンロード

下記 QR コードより当
日の写真がダウンロー
ドできます。（7 月 5
日まで）

写真
ダウンロード

　
５
月
23
日
土
曜
日
、
創
立
60
周
年

を
祝
う
記
念
式
典
を
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
八
王
子
に
て
開
催
し
、
節
目
を

盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

２
７
５
０
地
区
の
田
中
靖
ガ
バ
ナ
ー

を
は
じ
め
、初
宿
和
夫
八
王
子
市
長
、

萩
生
田
光
一
衆
議
院
議
員
ら
を
来
賓

と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

海
外
か
ら
も
台
湾
の
姉
妹
ク
ラ
ブ

「
台
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
か
ら

27
名
、
タ
イ
の
友
好
ク
ラ
ブ
「
ノ
ン

ケ
ー
ム
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
か
ら

９
名
が
参
列
し
、
国
際
色
豊
か
な
催

し
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
年
半
前
か
ら
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、全
会
員
体
制
で
準
備
を
進
め
、

当
日
は
式
典
の
ほ
か
「
記
念
講
演
」

「
記
念
祝
賀
会
」、
海
外
か
ら
の
お
客

様
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
歓
迎
茶

会
」
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
４
つ
の
記

念
事
業
に
関
す
る
発
表
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
12
月
に
は
直

近
10
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、
次

代
へ
の
挑
戦
を
掲
げ
る
60
周
年
記
念

誌
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
会
員
は
１
２
０
人
へ
と
拡

大
し
て
い
ま
す
。
馬
場
実
行
委
員
長

は
挨
拶
の
中
で
、「
参
加
し
た
多
く

の
会
員
や
家
族
の
協
力
を
得
て
、
次

の
10
年
に
向
け
て
『
奉
仕
の
理
想
』

を
実
践
す
べ
く
努
力
を
重
ね
て
い

く
」
と
今
後
の
飛
躍
へ
向
け
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　
創
立
60
周
年
記
念
式
典
を

　
盛
大
に
開
催

　
国
内
外
か
ら
多
数
参
列

　
記
念
講
演
で
は
、講
師
に
竹
田
恒

泰
氏
を
招
き
、「
日
本
人
の
誇
り
と
品

格 

〜
次
世
代
に
伝
え
る
国
の
か
た

ち
〜
」と
題
し
て
約
１
時
間
の
講
演

を
拝
聴
し
ま
し
た
。日
本
の
伝
統
や

文
化
の
本
質
に
迫
る
興
味
深
い
内
容

に
、一
同
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
な
お
、別
の
会
場
で
は
、海
外
か
ら

の
来
賓
を
対
象
と
し
た
裏
千
家
、茶

道
会
に
よ
る
「
歓
迎
茶
会
」が
催
さ

れ
、日
本
の
伝
統
文
化
に
よ
る
温
か

い
も
て
な
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
部

　
記
念
講
演
お
よ
び
歓
迎
茶
会

　
相
川
博
会
長
の
挨
拶
、山

口
覚
直
前
会
長
に
よ
る
乾
杯

の
音
頭
で
、祝
賀
会
の
幕
が

開
き
ま
し
た
。　
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
「
八
王
子
芸
妓

衆
」に
よ
る
華
や
か
な
舞
が

披
露
さ
れ
、宴
の
終
盤
に
は
、

出
席
者
全
員
で
大
き
な
輪
を

つ
く
り
「
手
に
手
つ
な
い
で
」

を
合
唱
、会
場
は
大
き
な
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で

田
辺
パ
ス
ト
会
長
は
、

地
区
関
係
者
や
多
摩
南

グ
ル
ー
プ
、
さ
ら
に
海

外
の
姉
妹
ク
ラ
ブ
で
あ

る
台
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
お
よ
び
友
好
ク
ラ

ブ
の
ノ
ン
ケ
ー
ム
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
出
席

に
謝
意
を
表
明
。
節
目

と
な
る
60
周
年
を
機

に
、
さ
ら
な
る
１
０
０

年
に
向
か
っ
て
よ
り
充

実
し
た
ク
ラ
ブ
運
営
に

努
め
る
決
意
を
示
し
ま

し
た
。

　
創
立
60
周
年
記
念
式

典
は
、
関
係
各
位
の
協

力
に
よ
り
滞
り
な
く
終

了
し
ま
し
た
。

第
三
部
　
祝
賀
会
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皆様の投稿をお待ちしております。お気軽にお寄せください。 アイデアを拡げよう : www.rotary.org
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東京八王子西ロータリークラブ

武蔵陵墓地参道の
清掃事業

毎年、社会奉仕委員会が継続
している武蔵陵墓地参道の清
掃事業に、本年は実行委員会
も加わり、共同事業として一
丸となって取り組みました。
特に、参道入り口に位置する
記念碑の碑文塗装改修を完遂
し、その景観を美しく整える
ことができました。

3

特別寄附贈呈4
ロータリー財団

米山記念奨学会

バギオ基金

「桑都の杜へ植樹」寄贈

「子ども食堂や生活困窮家庭への
　　　　　　　 お米寄贈」事業

創立６０周年記念事業

八王子駅南口に新しく開園する「桑都（そ
うと）の杜」のシンボルとしてハルニレを
植樹し、市民の皆様が木陰でゆったりとく
つろげる憩いの場を創出します。
あわせて植えられる桑の木は、養蚕や絹
織物で栄えた八王子の歴史
を象徴するものです。こ
の場所が、子供たちが
郷土の産業や文化を身
近に感じ、学ぶことの
できる教育の場となる
ことを願っています。

米不足や価格高騰により食生活に苦
慮されるご家庭を支えるため、当会
では４年前から継続的にお米の寄贈
活動を行っております。
本年は創立６０周年記念事業として、
例年の２倍の量を八王子市へ寄贈い
たしました。今後も地域の関係機関
と協力し、子どもたちの健やかな成
長と郷土の暮らしを支える活動を続
けてまいります。

1

2
写真はイメージです

～お米でつながる子どもの笑顔～


